
-・・ JANUARY さくら街道夢広場かわうち 園田・ No.塁盟・・・



義房

川内町長

森

年
顔
の

、

、‘、

、

ー
、々

'フ

め
、ー

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
十
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
ご
家
族
お
揃
い
で
す
が
す
が
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

。

昨
年
は

、

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
エ
ル
ニ

|
ニ
ョ
現
象
に
端
を
発
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
や
ア
フ
リ

カ
各
地
の
大
洪
水
や
干
ば
つ
被
害
、
世
界
の
各
地

で
発
生
し
て
お
り
ま
す
地
震
災
害
、
更
に
地
球
の
温
暖
化
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
山

林
火
災

、

日
本
に
お
き
ま
し
で

も
十
月
に
お
け
る
気
象
台
始
ま
っ
て
以
来
と
い
わ
れ
ま
す
少
な
い
降
水
量
、
加
え
ま
し
て
暖
冬
異
変
と
そ
れ
に
伴
い

ま
す
農
業
、
漁
業
へ
の
影
響
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
銀
行

、

証

券
等
を
は
じ
め
と
い
た
し
ま
す
金
融
機
関
の
破
た
ん、
小
中
学
生
に
よ
り
ま
す
連
続
殺
傷
事
件
、
社
会
的
弱
者
と
い

わ
れ
ま
す
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
増
加
と
女
性
を
巻
き
込
ん
だ
事
件
な
ど
、
事
件
事
故
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た

。

又
、

一
方
長
引

く
日
本
経
済
の
景
気
の
低
迷
に
よ
る
と
思
わ
れ
ま
す
大
手
建
設
業
者
等
の
大
型
倒
産
、
不
況
と

リ
ス
ト
ラ

等
に
よ
り
ま
す

雇
用
不
安
と
解

雇
、
超
低
金
利
時
代
が
続
く
年
金
生
活
者
の
不
安
な
ど

、
私
達
国
民
を

取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
、
誠
に
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す

。

こ
れ
ら
の
中
で
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
は
、
ペ

ル
l
事
件
の
解
決
や
松
山
自
動
車
道
伊
予
|
川
内
聞
の
開
通
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
が

、
町
と
い
た
し
ま
し
で
も

さ
さ
や
か
で
も
明
る
い
ニ
ュ

ー

ス
の
提
供
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す。

こ
れ
ら
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
平
成
十
年
、

一
九
九

八
年
の
新
年
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
は

今
年
は
寅
年

。

虎
は
干
支

の
三
番
目
、
食
肉
目
、
不
コ
科
の

動
物
で
す
。

ラ
イ
オ
ン
が
「
ア
フ

リ
カ

の
百
獣
の
王
な
ら

、
虎
は

「
ア
ジ
ア
の
百
獣
の
王
」
で
す。

ウ
ス
リ

l
(ロ
シ
ア
と
中
国
の
国

境
地
帯
)
、
中
国
大
陸
、
朝
鮮
半

島
、

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
、
温
帯

か
ら
熱
帯
地
方
に
か
け
て
広
く

生
息
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
列

島
に
は
野
性
の
虎
は
い
ま
せ
ん
。

bv一
(

日
本
の
文
献
に
初
め
て
虎
が

登
場
し
た
の
は
『日
本
書
記
』
で、

欽
明
天
皇
の
六
年
(
五
四
五
年
)

に
百
済
で
虎
退
治
を
し
て
、
そ

の
皮
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
人

が
い
る
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

生
き
た
虎
が
日
本

に
来
た
の
は
寛
平
二
年
(
八
九

O
年
)
と
い
わ
れ
、
そ
の
後、

江

戸
時
代
に
は
、
虎
は
見
世
物
と

し
て
江
戸

・

大
坂
(
大
阪
)
な
ど

を
回
っ
て
い
た
よ
う
で
す

。

多
く
の
人
が
虎
を
見
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
の
は

、
動
物
園

が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
¥
 

還
る
」
「
虎
は
飢
え
て
も
死
肉

を
食
わ
ず
」
「
虎
は
死
し
て
皮

を
残
す
」
な
ど
、
枚
挙
に
い
と

ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、

酔
っ
払
い
の
大
ト
ラ
は
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で

、

今
年
の
年
賀
切

手
の
意
匠
の
題
材
は
、
福
島
県

の
郷
土
玩
具
「
三
春
張
り
子
の

虎
」
で
す
。

こ
れ
は
、
郡
山
市
に

あ
る
通
称
"
デ
コ
屋
敷
“
で
作
ら

れ
て
い
る
張
り
子
の
玩
具
で
す
。

で

く

デ
コ
と
い
う
の
は
、
木
偶
の
こ
と

で
、

木
彫
り
の
デ
コ
に
紙
を
張
っ

て
張
り
子
を
作
り
ま
す
。

職
人

さ
ん
の
仕
事
場
が
集
ま
っ
て
い
る

の
が
デ
コ
屋
敷
で
、
こ
こ
で
作
ら

れ
て
い
る
「三
春
駒
」
も
、
昭
和

二
十
九
年
の
第

一
回
の
年
賀
切

手
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

三
春
張
り
子

の
虎
は
「
腰
高

虎
」
と
い
っ
て
、
腰
を
高
く
上
げ

て
威
嚇
し
て
い
る
威
勢
の
い
い

姿
が
特
徴
で
す
。

で
も
、
見
た

と
こ
ろ
、
と
て
も
か
わ
い
い
感
じ

の
虎
で
す
。

製
作
者
の
一
人
は

a‘ 



災
害
や
事
件

・

事
故
の
少
な
い
、
し
か
も
日
本
経
済
の
景
気
の
回
復
が
見
え
る
安
定
し
た
安
ら
か
な
良
い
年
で
あ

っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す

。

さ
て
、
川
内

町
の
当
聞
い
た
し
ま
す
行
政
課
題
の

一
端
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず

、

担
泉
利
用
施
設
で
あ
り
ま
す
が
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
と
地
元
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
平
成
二
年
度
よ
り
調
査
を
始
め
進
め
て
参
り
ま
し
た
ふ
る
さ
と
交
流
館
の
建
設
は

、

平
成
九
年
度
よ
う
や
く
着

手
し

、

現
在
工
事
中
で
あ
り
ま
す
が

、

今
年
三
月
に
は
、
完
成
の
運
び
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
は
、

せ
い
ぜ
い
ご
利
用
を
い
た
だ
き
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
公
共
下
水
道
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
十
年
度
も
引
き
続
き
管
渠
工
事
を
中
心
に

推
進
し
、
十
三
年
度
の
供

用
開
始
に
向
け
て
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
に
有
組
放
送
施
設
に
か
わ
り
ま
す
防
災
行
政
相
川
線
施
設
の
整
備
で
あ
り
ま
す
が
、
九
年
度
に
引
き
続
き
、
十

年
度
も
移
動
系
の
無
線
施
設
を
中

心
に
計
画
的
に

一
日
も
早
く
整
備
し

、

行
政
情
報
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
向
け
て

取
り
組
み
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
教
育
施
設
の
整

備
で
あ
り
ま
す
が

、

九
年
度
の

プ
l

ル
整
備
に
続
い
て

、

十
年
度
は
、
川
内
中

学
校
の
屋
内

運
動
場
の
整

備
を
考
え
て
お
り

、

現
在
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
外
に

、

平
成
十
年
度
は
国
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
介
護
保
険
法
に
伴
い
ま
す
準
備
を
は
じ
め

、

各
種

福
祉
事
業
の
推
進
、
水
道
を
は
じ
め
と
い
た
し
ま
す
生
活
環
境
施
設
の
整
備
充
実
、
圃
場
整
備
を
中心と
し
ま
し

た
、
い
わ
ゆ
る
中

山

間
地
域
の
活
性
化
事
業
及
び
国
土
調
査
の
推
進
、
従
来
か

ら

進
め
て
お
り
ま
す
幹
線

町
道
等

の
整
備
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
対
策
や
健
康
づ
く
り
事
業
な
ど
、
各
分

野
に
わ
た
り
ま
し
て
計
画
的
に
取
組
み

、

推
進
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

更
に
図
、
県
等
へ
の
要
望
事
項
と
し
て
は
、
自
動
車
道
の
凹
車
線
化

、

治
山

治
水
事
業
等
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
引

き
続
き
強
く
要
望
し
て
参
る
つ
も
り
で
こ
ざ
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も

、

第
三
次
長
期
総
合
計
画
に
沿

っ
て
町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
極
め
て
き
び
し
い
財

政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が

、

健
全
財
政
の
維
持
に
努
め

、

そ
し
て

個
性
豊
か
で
魅
力
と
活

力
溢
れ
る
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

、

健
や
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
誠

心
誠
意
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
り

一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

町
民
の
皆
様
方
の
ご
多
幸

、

ご
健
勝
そ
し
て
ご

一
家
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈

り
い
た
し
ま
し
て
年
頭
に
当
た
り

ま
し
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

。

Ta
r-
b
L
υ~

-

-
4
4
 

司
寸
日
ソ
」
1

4

月

日

/
 らで

す
。

し
か
し
、
虎
は

こ
と

わ
ざ
な
ど
に
よ
く
登
場
し
昔
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
「
虎
の

子
」
は、

大
切
な
も
の
、
秘
蔵
の

も
の
と
い
う
こ
と

。

「
虎
穴
に
入

ら
ず
ん
ば

虎
児
を
得
ず

」
も

、

虎
の
子
が

貴
重
な
も
の
と
い
う

意
味
か
ら
、
危
険
を
冒
さ
な
け

れ
ば
(
虎
の
住
ん
で
い
る
穴
に
入

ら
な
け
れ
ば
)
成

功
は
得
ら

れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す

。

「
虎
刈
り
」
は
、
丸
刈
り
が

は
や
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
最

近
は
あ
ま

り

見
か
け
ま
せ
ん
。

「虎
の
巻
」
は
、
も
と
も
と
は
兵

法
の
秘
伝
を
記
し
た
書
物
の
、
」

と
。

以
前
は
、
学
生
さ
ん
な
ど

が
参
考
書
な
ど
を
こ
う

呼
ん
だ

も
の
で
す
が
、
こ
の
言
葉
も
は

や
ら
な
く
な

灼
ノ
±
品、し
れ
~。

幸
弘
一
こ
、

E
U
+
J晶

一

;
7
'
F
U
l

v

強
い
も
の

、

恐
ろ

し
い
も
の
の
た
と
え

に
も
よ
く
使
わ
れ
ま

す
。

「
虎
視
耽
枕
」
「
虎
の

威
を
か
る
狐
」
「
虎
の
尾
を

踏
む
」
「
虎
は
千
里
往
っ
て
千
里

こ

う
話
し
て
い
ま
す
。

「こ
こ
の
デ
コ
は
江
戸
時
代
の

も
の
が
残
っ
て
い
て

、

新
し
い
も

の
も
そ
の
形
を
踏
襲
し
て
い
ま

す
。

江
戸
時
代
に
は
虎
を
見
た

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か

っ
た
の

で
、

猫
が
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん

」。

い
ず
れ
に
し
て
も

、
昨
年
は

明
る
い
話
題
の
少
な
い
年
で
し

た
。

今
年
は
虎
の
よ
う
に

、

威

勢
よ
く
頑
張
り
た
い
も
の
で
す

ね
。
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子どもの避難場所
まもるくんの家

んの家」「まもる〈
設置

110番または松山南~察署 958・0110
重信交番 964-2231
川内交番 966-2026
重信町・川内町防犯協会

重{言町 ・ 川内町教育委員会

重信町 川内町PTA連絡協議会

川
内
町
内

の
小
学
校
、
中

学
校

の
各
通
学
路
に
「
ま
も
る
く
ん
の

家
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
、
学
校
、
警
察
等

が
一
体
と
な
っ
て
川
内
町
内
の
子

ど
も
の
安
全
を
図
る
た
め
に
設
置

し
た
も
の
で
、
通
学
中
の
児
童

・

生

徒
が
犯
罪
の
被
害
に
遭
い
そ
う
に

な
っ
た
時
、
逃
げ
込
み
、
保
護
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

町
内

一
四
O
カ
所
の
個
人
や
事
業
所
等

に
協
力
を
お
願
い
し
て
で
き
た
子

ど
も
の
避
難
場
所
で
す
。

町
内
の
「
ま
も
る
く
ん
の
家
」
は
、

下
記
の
と
お
り
で
す
。

地
域
の
皆

ま
す
。

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

上 砂|あほんり一
中之 IIITI 伊予鉄川内営業所
市場|桐山
高木|利n JII :)ﾏ; h:(t 
中之 11汀|愛媛卜全病院
下 沖|東予産業川内工場
竹之品| 高須賀 清
竹 之鼻佐伯久
竹之呉;!.I i 支
粛毘ノ木丸

西之伊藤
宝泉 山
旦之上野
原沖| 二 千111 勝 二
旦之上|十亀正行
束中村|石丸郁弘
束中 村| 桑原幸夫
西中村 1 i:ﾉI 繁則
西中村|佐伯 優
西中村|江戸克仁
下古市|杉本建築
下古1'111 (株 ) カステル
茶堂!大西商会
茶 堂|四国ヤマト運輸
北八幡 | 萩原良
北八|情| 高市
斎院ノ木|泉 内
斎院ノ木|名越正浩
森 |田チ|ニ野定俊
板戸|大西幸蔵
道向|もりの精
八幡|菅野電機
似l 里|菅野商店
山 里|菅野鉄工所
道向|今西正人
曲 里 1 和田サヨ子
久|古田橋徳

..... 1 ま もるくんの家」表示ス テ ッ カ ー

吋

一司
一
巳

却
一
刊
一
引
一
位
一
時
一
叫
一
指
一
品
一
灯
一
品
一
刊
一
日
一
日
一
臼

一日
一
回
一
日
一
回

一日
一回
一
回
一
印
一
日

一位
一
日一
臼
一
日
一
回
一
町
一
回
一

ω
一
均
一
目
一

η
一万
一
九
一
九

士口

桧皮|橋本優
三 軒 屋|橋本術陳
横灘団地|奥藤久男
松{灘団地 l 宮内伸治
績灘間地|柿原秀文
i償灘団地 | 後藤英 一

般i瀧団地|田窪英
t!It灘団地|栗村正
i憤灘団地 1 EI 野成 高
横灘団地|桑原隆雄
横灘団地|石原日正芳
横瀧団地 l 二 千111 誠
横灘団地|露口定義
検灘団地|伊東重明
敏灘団地|植村 勇
原 |高須賀清博

横灘団地|芝 云志
検灘団地 l 好光タカ子
検灘団地|通商四国支店
横灘団地| 山 岡直生
横灘|渋谷要
棋 灘|仙波平八郎
天1'111 1 石山茂忠
天干111 1 牙 山国治
天 ネ111 1 手芸店希布生
天 中1111 岡野岡クリーニング
天 ネ11 1 1 佐伯屋寿商店
天 ネ111 1 中島モータース
市場|林呉服店
市場|渡部 l_m 容

東 | 奈央美容室
場|菅野文具店

市 場|佐々木米穀店
上之 118'1 春 日商店
宮西|野口 泰治
中之 118-1 石丸商店
下之 118'1 理容さかい
上 砂|スーパーにゅ う のや

寸H
1=1 

進
一
美
一
昇
一
勇
一
治

勝
一
八
ム

部
一
山
一
井
一
下
一
口

学校 区川上

1台

科

ゴゴ
ロ

-
一
2

一3
一4
一5
一6
一7

一8

一9

一
山
一
日
一
回
一
日
一
比
一
日
一
同
一
口
一
回
一
四
一
却
一
幻
一
辺
一
お
一
剖

一お
一
部一幻
一
お
一
却
一
却
一
白
一
泣
一
お
一
品
一
お
一
部
一
訂
一
括

「
呂一
市

東 3ロミ 小学校 区

l ー ケ谷 高橋文 利 19 則之内 渡部昌俊
2 ー ケ谷 仙波照夫 20 則之内 佐伯文夫
3 ー ヶ谷 佐伯 21 rlrlじ"hïρ ゴゴ 備)村上中央書店口

4 ー ケ谷 池川田 章 22 宣bじ伝，、 T:二k1 (株) キシモト

5 刀t 野 武智昌義 23 ノrlぺAJh1、 亡と 村上商店
'" 

6 7J<: 聖子 川内ダイキ(株) 24 1目L 田 近藤正典
7 刀く 的う 高須賀FrfJ' ー 25 ユE主I 田 高須賀数義

8 刀く 野 高岡紅葉園(槻 26 コEιI 回 l王|辺 一 旗

9 刀t 野' 宇 和川氷 恵 27 |ヨ im 近 藤ヤエ子
10 刀く ill-�' N EWてんだん 28 1:1 浅野盛之

11 71く ~Ij' 第一読陽 ヒe ニー jレ側 29 日 i甫 近藤道 孝

12 71く 里子 近藤浩 一 30 場 近藤 隆

13 則之内 宇 和]川秀明 31 場 近藤正志

14 則之内 渡部 敬 32 |問 )歪 佐々木友則

15 則之内 字高 勇 33 土 谷 ニシモク興産

16 則之内 オロチョンラーメン 34 土 谷 松本隆商店

17 則之内 後藤傍次郎 35 十13 JlI 玉 井商店
18 則之内 近藤泰生

西奇小学校 区

井内上 東 16 和田丸 白戸 d号~

2 ;):1ニ内中 八木清水 17 和田丸 山内 力
3 ~:Iニ内西 戒能良 一 18 和田丸 手[1 田正利
4 ;):1ニ内仁|コ 東記美 t!J 19 {呆 免 佐伯辰美
5 井内下 大窪田稔 20 保 免 黒河 IJ券
6 升内下 1皮能定 tJt 21 1Jt~ 免 回生1: 明

7 ;):1ニ内 下 東 勉 22 保 免 よりみち

8 惣田谷下 長曽我部繁子 23 {呆 免 北保異 平

9 惣田谷上 渡部賢 一 24 {呆 免 清水信 一

10 惣田谷下 富久英 一 25 保 免 吉岡 勇

11 惣田谷下 富久 26 {来 免 富久 純江

12 惣田谷下 富久土木重機 27 {呆 免 池川文 子

13 和田丸 門田義則 28 {呆 免 王子水 産
14 和田丸 戒能国 一 29 イ呆 免 佐川石油
15 和田丸 回井 進 30 保 免 八木公成

a‘ 



農業委債，会

農
地
の
原
形
変
更
届
出
制
に
つ
い
て

農
地
の
埋
立
て
を
し
、

原
形
を
変
え
る
場
合
は

農
地
を
盛
土

、

切
土
を
し
、
圃

場
の
原
形
を
変
え
、
耕
作
を
目
的

と
し
た
田
畑
転
換
そ
の
他
区
画
形

質
の
変
更
を
す
る
場
合
に
「
農
地

原
形
変
更
届
出
書
」
を
農
業
委
員

会
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

こ
の
制
度
は

農
地
の
原
形
を

変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
近
隣
農
地

の
耕
作
条
件
が
劣
悪
化
す
る
こ
と

を
防
ぎ

、

農
地
の
集
団
性
と
調
和

を
保
持
し
な
が
ら
農
地
の
効
率
を

図
る
と
共
に
、
隣
接
す
る
農
道
・

水
路
等
へ
の
被
害
と
違
反
転
用
を

防
止
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

O
手
続

農
地
の
原
形
変
更
を
し
よ
う
と

す
る
方
は
、
要

'
m酬
に
基
づ
き
、
原

形
変
更
に
着
手
す
る
日
の

三
十
日

前
ま
で
に
届
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

O
注
意
事
項

川
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
や
廃
材
な

ど
廃
棄
物
に
よ
っ
て
埋
立
て

る
場
合
は
農

地
の
原
形
変

更

に
は
該
当
せ
ず
農

地
の
転
用

手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す

。

ω
盛
土
の
高
さ
に
つ
い
て
も
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ω
無
届
け
の
埋
立
て
は
違
法
転

用
と

み
な
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

届
出

が
必
要
で
す

制
埋
立
て
等
は
届
出
受
理
後
に

行
っ

て
く
だ
さ
い
。

O
届
出

書
の
添
付
書
類

川
付
近
見
取
図

ω
地
番
地
目
図

(
公図
の
写
し

)

ω
土
地
登
記
簿
謄
本

川
耕
作
者
が
届
出
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
所
有
者
の

同
意
書

同
現
況
写
真

削
農
業
委
員
の
副
申

書

的
そ
の
他
参
考
資
料

(
原
形
変
更
計画
図
面

)

※
届
出
書
は
農
業
委
員
会
に
あ
り

ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
農

業
委
員
及
び
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

悪
質
な
埋
立
て
は

追
放
し

実
り
豊
か
な
農

地
を

守
り
ま
し
ょ
う

圃
利
用
権
設
定
等

.
促
進
事
業

農
業
経
営
基
盤
強

化
促

進
事
業
に
よ
る
農

地
の
賃

貸
借
に
つ
い
て

、
平
成
十

年
度
以
降
新
規
の

設
定
分

よ
り
公
告
日
を
従
来
の
六

月

二
十
日
か
ら
四
月

二
十

日
に
変
更
し
ま
す

。

こ
れ
に
伴
い

、

申
出
期

限
が
三
月

三
十

一
日
か
ら

農地の貸し借りの

平成10年より も動引 申出期限等の変更 1 '2五 24:i 農
い的用 てて成、つな地
りに権 (3) (2) 収) こ 農公 し司ていの

i 結記 1222at 号室品理店謀長虫字点目別i ZT 
のるす有法宣「ず事す灰とで貸る主主 地用が借

。 消がま保とがはで出る業 。 域なきしこ委官権農り
え終せ有小 υ、制はは場で 川 るる借と員 肘の 家を

令 制作こ 限、 V 合 利 外 土制りにム集設の農
南!t る 限地のさ小まは用 の官宅をよの豊定申地
28 装宗雲寺 24tf 信市てす皇室 E3 占官

一
一ヶ
月
早
め
て
一
月

三
十

一
日
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
規
設

定
・

更
新
さ
れ
る
方
は
期
限
内
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い

。

行

中
出
生
百
の

提
出
期
限

現

/，'、.:.-, 

且ュ
1=1 

EI 

利
用
権
設
定
等
促
進

事
業
に
よ
る
貸
し
借

り
と
は
?

.‘ 

.J 



川
内
町
ふ
る
さ
と
交
流
館
の
愛
称

「
さ
く
ら
の
湯
」

温
泉
を
活
用
し
た
交
流
施
設

「川
内
町
ふ
る
さ
と
交
流
館
」
は
、

平
成
十
年
四
月

の
オ
ー

プ
ン
を
目

指
し
、
西
組

地
区

(前
松
瀬
川

)

で
現
在
建
設
中
で
す
。

こ

の
施
設
の
「
愛
称
」
を
住
民

の
皆
様
に
命
名
し
て
い
た
だ
き
、

よ

り
一
層
親
し
み
ゃ

す
く
、
そ
し

て
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た

だ
く

こ
と
を
願

っ
て

、
本
紙
九
月

号
で
愛
称
募
集
を
行
い
ま
し
た
と

こ

ろ
、
計
一
七
O
件
の
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た

。

愛
称
の
決
定
に

あ
た

っ
て

は
、

温

泉
建
設
等
特
別
委

員
会
に
お
い
て
厳

正
な
審
査
を
行
い
、

優
秀
賞

一
点
、
入

選
二
点
を
選
考
し

宇
品
l
レ
ト
~。

優
秀
賞
と
な
り

ま
し
た
、
上
砂
区

の
大
田
光
さ
ん
及

び
、

日

一之
上
区
の

田
中

美
佐
子
さ
ん

の
作
品
「
さ
く
ら

の
湯
」
を
愛
称
と

し
て
決
定
し
ま
し

た
。

と
決
定, , 

町
の
花
で
あ
る
「
桜
」
を
是
非

名
前
と
し
て
つ
け
た
い
と
の
理
由

か
ら
名
付
け

ら

れ
ま
し
た

。

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

は
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す

。

(上砂)

(旦之上)

愛称選考結果 (敬称略)

光

美佐子

EEI 

仁ド

大
田

優秀賞 ( 1 点)

「さくらの湯j

佐知子 (横灘団地 2 区)

明美 (和田丸)

ミノリ (道向 )

中池

佐伯

「ほ っ こり温泉J 高須賀

入選 ( 2 点)

「さ くら温泉j

-
R応
募
さ
れ
ま
し
た

ん
全
員
に
「
さ

く
ら
の
湯
」
の
施
設
俊
待
券(
一枚
)
そ

し
て
、
優
秀
賞
の
方
に
は
(ガ
卜
枚
)、

入
選
の
方
に
は
(
二
十
枚
)
の施
設
優

待
券
を
後
日
(
三
月
頃

)贈
呈
い
た
し

士Z
-
す
。

ドナー登録者
の HLA型は
コ ンビュータ
ー に登載し 、
定期的に患者
さんと照合検
索します 。
( 提携を結ん
だ各国骨髄パ

ンクから依頼された患者さんとも
照合します )

あなたを待っている人
がいます

!置随O~~タに量録を
ド‘ナー登録は 、 腕からの
採血検査です

い
の
ち
を
救
、
え
る
の
は
あ
な
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
宵
髄
液
の
提
供
(骨
髄
移
植
)

と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、
白
血
病

や
重
症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の

血
液
難
病
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い

ま
す

。
骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
患
者
さ
ん
と
骨
髄
提
供
者
(ド

ナ
|
)
の
白
血
球
の
型
(H
L
A

型
)

を

一
致
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の

一
致
す
る
確
率
は
兄
弟
姉
妹

問
で
四
人
に

一
人
、
そ
れ
以
外
で
は

数
百
人
か
ら
数
万
人
に

一
人
と
ま

れ
な
た
め
、
ま
だ
多
く
の
患
者
さ
ん

が
骨
髄
移
植
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い

ま
す
。

こ

の
た
め

、

全
国
で
当
面
十
万
人

を
目
標
に

、

広
く

一
般
の
方
々
に
骨

髄
パ
ン
ク
へ
の
骨
髄
提
供
希
望
者
登

録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
「
骨
髄
パ
ン
ク
登
録

窓
口
」
を
次
の
と
お
り
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
二
十
歳
か
ら
五
十
歳
ま

で
の
健
康
な
方
の
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
高
岡
町
八
O
l

一

愛
媛
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
内

愛
媛
県
骨
髄
テ
l

タ
セ
ン
タ
ー

2
9
7
3

・
0
7
0
0

a調‘
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サラリーマンの所得税は、毎月の給与

やボーナスから源泉徴収され 、 1 2月に年

末調整で精算されます。

〈 月 々の源泉徴収〉
毎月の給与やボーナスから源泉徴収さ

れる所得税は、「給与所得の源泉徴収税

額表J により 計算されます。

〈年末調整〉
1 年間の給与総額に対する所得税額と

毎月の給与か ら源泉徴収された所得税の

合計額は、次のような理由により 、 必ず

しも 一致しません。

①結婚や出産などにより年の中途で扶養

親族の数が変わる場合がある 。

②生命保険料控除や配偶者特別控除など

は年末に一度に控除することとなって

いる 。

このため、その年の最後の給与の支払

を受けるときに、過不足額の精算が行わ

れます。 これを年末調整といいます。 大

部分のサラリーマンは、壬|三末調整によっ

て 1 年間の所得税の納税が完了し確定申

告の必要はありません。

-・・ü_司I.J::Iiii:重畳回目立話語冨主置・・

女確定申告をしなければならない人

サラリーマンでも次のような人は{確定

申告をしなければなりません。

①給与の年収が2，000万円を超える人

②給与所得や退職所得以外の所得金額

(収入金額か ら必要経費を控除した後

の金額) の合計額が20万円を超える人

①給与を 2 か所以上からもら っ ている人

係定申告をする義務のない人で、も確定

申告をす ると iW泉徴収 された所得税が

J塁小l されることがあります。

詳しくは 、 役場鋭務諜 (fi966 -2222布

線2 1 2 1 ) までお 1 1れ、合わせください。

~国民年金
こんなときこんな年金が~

ぐ 65歳になっ たとき0老齢基礎年金 >

私たちが老後を安心して生活する助けと

して支給されるものです。 65歳から一生涯

受けられ、年金額は保険料納付月数により

異なります。

年金を満額受け取るためには保険料納付

済期間が40年間必要でLす。

( もしも病気やケガで障害者にな っ たとき0障害基礎年金 〉
加入中に病気やケガで、法で定められて

いる障害の程度にあてはまる障害が残っ た

とき、受けられます。 お年寄 りだけでなく 、

若い人 (20肢から ) にも 一定の安心を与え

てくれる年金です。

( もしも不幸にして亡くな っ たとき0遺族基礎年金 >

国民年金)J[I 入中の死亡または老齢基礎年

金を受ける資惜別!日ï (原則として25il~ )を

満たした人が死亡 したとき、その人によ っ

て生討を維持されていた子のある妻が受け

られます。 また、死亡した人に生討を維持

されていた子供が受け取る場合は、 18i設に

速する日以後の最初の 3 月 3 1 日までの間に

ある子、あるいは 1 級 ・ 2 級の障害のある

干の場合は20歳になるまで支給されます。

※資格の取得 喪失が正慌にできていない人 、 保険料 に J叶IJJ がある人は

受給できない場合があります。

国保と交通事故
交通事故など第三者の行為によ っ てけがをした場合でも国保が

使えます。 その場合、国保では医療費を一時的に立て替え、あと

で加害者に請求 します。

交通事故にあったときの 3 つの注意点

1. 警察に届 けて証明書をもらう 。

2. 国保に[第三者行為による傷病届」

を提出する 。

3. 示談は国保に相談 し てから 。

届 け出に必要なもの

O保険証

。印かん マぎ?1唇撃つ
O事故証明書なとい 、出ヲ『

.. 



窃
取
調
議
を
縫
え
て

川
内
町
議
会
議
長

議
会
は
他
町
村

の
行
政
事
情
を

視
察
研
修
す
る
た
め
、
二
年
に
一

度
の
県
外
視
察
研
修
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

今
年
度
は

『ま
ち

ε

つ
く
り

・

む

ら
づ
く
り
』
を
主
テ
l

マ
と
し
て

、

研
修
先
を
選
考
し
た
結
果

、

岩
手

県
の
胆
沢
町
及
び
藤
沢
町

の
二
町

に
決
定
し

、

二
泊
三
日
の
日
程
で

実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
を
代
表
し
て
研
修
町
の

概
要
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

。

胆
沢
町
で
は
「
温
泉
を
核
と
し

た
地
域
開
発
」
に
取
り
'組
み
、
他

の
自
然
景
観
と
合
わ
せ
て

、

数
々

成

事井

l
 
l
 
--l' 

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
等

、

都

市
部
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
「
日
本

一
の
ピ

ー
マ

ン
の
産
地
づ
く
り
」
を
成
功

さ
せ
た
ほ
か
、
町
民
劇
場
の
建
設

に
よ
り
、

町
民
の
手
づ
く
り
に
よ

る
演
劇
を
開
催
す
る
な
ど

、

文
化

の
面
で
も
す
ば
ら
し
い
成
果
を
上

げ
て
お
り
ま
し
た

。

そ
の

他
、
特
に
我
々
が
興
味
を

持
っ
た
も
の
は

、
町

・

農
協

・

森

林
組
合

・

土
地
改
良
区
で
「
山
庚
政

懇
談
会
」
と
い
う

協

議
会
を
つ
く

り
、

年
間

一
億
円
前
後
の
資
金
で

も

っ

て
、

園
、
県
の
補
助
対
象
事

業
か
ら
漏
れ
た
事
業
に

対
す
る
救
済
事
業
を
行

っ
て
お
る
と
い
う

こ
と

で
あ
り

ま
す
。

川
内
町

と
し
て
も

、

今
後
検
討

の
余
地
あ
る
感
を
持
っ

た
の
で
あ
り
ま
す

。

我
々
は
、
山
す
そ
に

造
ら
れ
た

町
営

(第
一一一

、主K

E 

セ
ク
タ
ー
)
の
損
泉
宿
泊

施
設
で

一
泊
を
過
ご
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。

次
の
研
修
地
、
藤
沢
町

で
は
、
町

長
の
五
期
二
十

年
に
わ
た
る
ま
ち
づ
く
り

の
経
過
と
現
況
に
つ
い
て

の
講
話
を
お
聞
き
し
た
の

で
あ
り
ま
す
が

、
約
二
時

間
に
も
及
ぶ
、
そ
の
自
信

に
あ
ふ
れ
る
お
話
の

中
、

我
々

一
問
、
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
熱
意

(情
熱
)

と
決
断
、
実
行
力
に
は

、

た
だ
た
だ
敬
服
の
限
り
で

あ
り
ま
し
た

。

東
北
の
山

間
地
に
あ
っ

て
、

決

し
て
地
理
的
に
も
経
済
的
に
も
恵

ま
れ
た
環
境
の

町
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
産
業

、

教
育

、

文
化
、
福

祉
の
ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も

、

日

本
の
町
村
の
中

で
最
先
端
を
走
っ

て
い
る

町
で
あ
る
と
い
う
印
象
を

受
け
た
の
で
あ
り
ま
す

。

そ
し
て

、

そ
の
意
気
込
み
と
現
実
の
姿
を
見

る
に
つ
け

、

「
や
れ
ば
で
き
る
も

の
で
あ
る
」
こ

と
を
実
感
い
た
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
条

件
と
し
て

、

町
民
の
信
頼
の
も
と
に
、
町

を
率

い
る
町
長
が
強
い
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を
と
る

こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、

そ
れ
を
議
会
が
強
力
に
バ

ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
姿
勢
の
重

要
さ
を
身
を
も

っ

て
教
わ
っ

た
気

が
い
た
し
ま
し
た

。

東
北
新
幹
線
の
列
車
の
中
で

は
、

議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
に
焼
き

付
い
た

二
日
間
の
研
修
を
振
り
返

り

、

「
明
日
の
川

内
町
の
建
設
」

に
つ
い
て

、

「
我
々
は
何
を
す
べ

き
な
の
か
1

」
み
ん
な
で
そ
の
夢

を
語
り
な
が
ら
帰
途
に
つ
い
た
の

で
あ
り
ま
し
た
。

a‘ 

計
画
外
米
売
渡
し

に
は
届
出
を
川
一

食
糧
法
で
は

、

農
協
に
計
画
出

荷
米
と
し
て
出
荷
契
約
を
し
た
以

外
の
米
に
つ
い
て
は
、
親
戚
や
友

人
・
知
人
、
そ
の
他
の

業
者
等
に

自
由
に
販
売

(計
画
外
流
通
米
と

い
い
ま
す
。

)
す
る
こ

と
が
で
さ

る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
が
、
計

画
外
流
通
米
と
し
て
販
売
す
る
場

合
は
、
事
前
に
農

林
水
産
大
臣
に

届
出
を

行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と

に

な

っ

て
い
ま
す
。

届
出
が
な
い
場
合
十
万
円
以
下

の
過
料
に
処
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
食
糧
事
務

所

E
9
2
4
・
7

1

2

1



人
権
擁
護
委
員
に
内
田
勝
尉
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
高
須
賀
鶴
男
さ

ん
の
後
任
と
し
て
、
十

二
月

一
日

付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
次
の
方
が

川
内
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
き
る

様
々
な
問
題
、
い
じ
め

、

体
罰
、

部
落
差
別
、
女
性
差
別
な
ど
の
差

別
問
題
、
外
国
人
の
問
題
、
家
庭

内

(夫
婦
、
親
子

、

結
婚
、
離
婚
、

扶
養
、
相
続
等
)

、

借
地
借
家
、

近
隣
聞
の
も
め
ご
と

、
悩
み
ご
と

の
相
談
に
の
っ

て
く
れ
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て

、
秘
密
は

守
り
ま
す
。

ま
た
、
相
談
は
無
料

で
、

む
ず
か
し
い
手
続
き
も
い
り

ま
せ
ん
。

口
新
し
い
人
権
擁
護
委
員

内
田
勝
尉

(滑
川
中
)

¥ 

ぜ

口
対
象

昭
和
五
十

二
年
四
月

二
日
か
ら

昭
和
五
十
三
年
四
月

一
日
ま
で
の

出
生
者
で
川
内

町
在
住
の
方
。

該

当
者
に
は
案

内
状
を

差
し
上
げ
ま

す
の
で

、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

、

。

'U
 な

お

、
現
在
、
町
内
に
住

ん
で

い
な
く
て
も

町
内
出
身
の
方
は
成

人
式
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
教
育
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

平成10年 1 月 15 日 (木 )

午前 9 時~ 受付

午前 9 時30分 間式

.場所川内 JI町中央公民館

.問い合わせ先

教育委員会岱966-4721

有様5911

時.日

外
法

、
え
ば
商

チ
開
質

仁
引
悪

用感
しの最
てあ近

、 るは

「イ
1 ン iJtL
/タ行
タ ! と
l ネな
ネツ つ

ツ ト て
ト をい
を手IJ る

使
っ

て
内
職
し
な
い
か
」
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
関
係
の
資
格
を
取
ら

な
い
か
」
等
々
従
来
あ
る
悪
質
商

法
と
イ
ン
タ

ー

ネ
ッ
ト
を
ド
ッ
キ

ン
グ
さ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
商
法
が

登
場
し

、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
急

増
し
て
い
ま
す

。

電
話
勧
誘

、

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

ト
セ
ー
ル
ス
な
ど
で

パ
ソ
コ
ン
や

フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
機
器
、
資
格
誹
座

を
売
り
つ
け
る
こ
と
が
多
く

、

平

均
契
約
金
額
は
七
十
五
万
円
と
高

額
に
な
っ
て
い
ま
す

。

昨
年
初
め
ご
ろ
か

ら
職
場
や
家

庭
に
急
速
に
浸
透
し
始
め
た
イ
ン

タ

ー

ネ
ッ
ト
で
す
が
、

言
葉
の
知

名
度
の
割
に

、
利
用
者
は
ま
だ
少

な
く

、
仕
組
み
も
十
分

に
理
解
さ

れ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
消
費
者
の
知
識
不
足

に
つ
け
込
み
、
時
代
の
流
行
か
ら

取
り
残
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
不
安

まてを
すいあ
。 るお

ケる
| セ
ス|
カ， )レ

多ス
く 卜
な |
つ ク

てを
いし

イ
ン
タ

ー

ネ
ッ
ト
と
い
う
新
し

い
“
道
旦
ハ
"
で
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ

し
て
い
ま
す
が
、
手
口
の
実
態
は

従
来
の
商
法
と
変
わ
り
ま
せ
ん

。

『イ
ン
タ

ー

ネ
ッ

ト

』
と
い
う

言
葉
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
く
だ
さ

、

。

'
V
 

口
問

い
合
わ
せ

・
相
談
窓
口

愛
媛
県
生
活
セ
ン
タ

ー

「
消
費
者
二

O
番
」

2
9
2
5

・
3
7
0
0
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演題「北極点はブルースカイ」

-・・講師プロフィール...
1958年4 月 12 1:1 、間宇和'1m瀬戸町生まれ。三崎

高校卒業後 、 20歳の 11寺にアルバイトをしながら 、 自
転車で日本を一周。 80年からは、自転車での世界
一周を目指し、オーストラリ了、ニュージーランド、 カ

ナダ、アメリカなどを転々とする。 83年から86if.にか
け、北米大|壁沿高峰マ yキンレー (6.l94m)南米最高
約アコンカグア (6.959m l なとに次々登頂。 88年には
48 1:1 かけて臼本列島を徒歩で縦断した。 91年 、 リ
ヤカーを号 1 ，、てアフリカサハラ砂漠5∞Okmのf横断
に成功したあと 、 目標を北筏点単独徒歩到達に決
定。 92年から51下問、厳寒のアラス刀ユーコン) 11 な
とで極地トレーニングを和み、その一環でお年には
徒歩で.It磁点に到達。 97年3 月 4 日カナダ最北端の
ワードハント j誌を出発、 5 月 2 日午後4時40分 、 日本
人として初の北極点単独徒歩を達成。

-日時平成10年 1 月 24 日 (土) 午後7:00より

・場所川内町中央公民館

@望事D 前売り 300円 当日 400円
チケ ッ ト取り扱い

主 催 川内 IIIJ高校生父同の会 ・川内111] 中央公民館

川内 IIITP T A 連合会

後援 川内 111] 教育委員会
-川内IlI] 高校生父母の会役員

・川内 IIIJp T A役員

連絡先川内町高校生父母の会事務局岱O州6.4721

奮い 口粧の定めの

健康

講座
口日 時 右記日程表とおり

午前 9 時30分 ~ 12時
口場所 健康センター

口対象 18歳~ 39歳の女性

口参加料 無料

gノー

口持参品 筆記用具 、 健康手 1 1長・エプロン

~ , 

2 月 4 日 実施の講座は運動できる服

装が必要

口申込先 健康センター (担当保健婦 相原)

fi966-2191 有線5833

1 月のイベント・講座

元旦にさわやかな 汗を
流したい人集まれ"

語。圃川肉E目元昌

信昆マラソ~武信
口日時 平成10年 l 月 l 日 元旦

午前 9 時30分受付

午前10時 開始

口場 所 川ヒ小学校グラン ド

実施日

カ参加者全員に記念品

プレゼ‘ン 卜

1:f幼児から大人までだれ

でも参加 OK

会抽選で楽しいプレゼント

カ 5 回参加者には、特別

プレゼント

; 口申込み問い合わせ先

: 川内町教育委員会
fi966-4721 

有線5911

lFAXでの申込みOK

966-4867 

ァー マ 講師

1 ) 講演 r tz:性能診の結果から ・ .
栄養士

( 白石)1 月 23 日 |
(金 ) I 2 ) グループワーク ( 自由討議) 保健婦

(相原 )
3 ) 調忠実習 (骨粗官、症予防食)

1) ~í~i1ii rみつめなおそ う自分のからだ 婦人科

~ tz: tl のからだはデリケー卜 ~ J 医師

(水 ) 阿部恵美子
2 ) グループワーク

1 ) 実践 I運動不足かな っと思う人の

2 月 4 日 ためのエアロビクス J I 川ター

(水 ) 2 ) グループワーク 'i l判恵理子

3 ) 調埋実習 (バランス食)

1 ) 講演 fみつめなおそう自分の ここ ろ
精神科

(金 ) .~ I ~ !l tl のこころもテリケ ト ~ J 医師

2 ) グルー プワ ー ク育児ス ト レス 人間関係 1'11木倫子



川
内
町
同
和
教
育
研
究
大
会
よ
り

‘ 

私
達
は
し
ら
ず
し
ら
ず
の
う
ち

に
、
人
を

差
別
し
て
い

ま
す
。

差

別
を
し
て
は
い
け
な
い
と
頭
で
は

き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
る
つ
も
り

だ
け
ど

、

口
か
ら
は
ポ

ロ
ポ
ロ
と

言
葉

の
ト
ゲ
が
出
て
き
ま
す
。

私

も
、
し
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
て

い
る
の
に

、

人
に
而
と
向
か

っ

て

で
は
な
く

、
心
の
中
で

「
つ
き
合

い
に
く
い
な
あ

。

」
と
思
っ

た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た

。

み
ん
な
同
じ

人
な
の
に
な
ぜ
み
ん
な
差

別
を
す

同和教育だより

る
の
で
し
ょ
、
っ
。

ど
、
っ
し
て
?

そ
れ
は

、
自
分
よ
り
も
劣

っ
て

い
る
人
が
欲
し
い
ん
だ
と
思
い
ま

す
。

「
自
分
よ

り
も
劣
っ
て
い
る

人
が
い
る
。

」
と
い
う

こ
と
は
、

自
分
は
そ
の
人
よ

り
も

優
位
に
立

人

作

権

「
差
別
さ
れ
て

文
‘‘‘ 

... 
,, a .. .
 

，
，E
E
-
-
‘
、

い
る
人
ヘ
・
:
」

JII 

!大l

"""1-

校

年
田

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

人
は
み
ん
な
だ
れ
か
よ
り
は

優
位
に
立
ち
た
い
と
常
に
願
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

c

し
か

し
、

そ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か

。

あ
る
人
が
優
位
に
立
つ
と
い
う
こ

と
は
、
だ
れ
か
が
劣

っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

だ
れ
も
好
ん
で

劣
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
さ
れ

た
く
な
い
し
、
な
り
た
い
な
ん
て

で
も
人
は
差
別
と

い
う
方
法
を
と

っ
て

優
位
に
立
と

う
と
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

人
間

っ
て
悲
し
い
と
思
い

ま

願
い
ま
せ
ん
。

し
た
。

こ

の
前
に
み
た
映
画
で
は

、

「
い
じ
め
」
を
取
り
上
げ
て
い
ま

井

陽

子
「人
を

い
じ
め
る
こ
と
は

、

自
分
を
い
じ

め
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た

。

そ
の
意
味
は
、
人
を
い
じ
め
る
の

は
楽
だ
け
と

、

そ
う
す
る
た
び
に

自
分
の

心
が
傷
つ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

映
回
の

中
で
人
を
い
じ
め
て
い
た
人
が

、

し
た
。

映
画
の
中

で
は

、

ち
っ
と
も
幸

せ
そ
う
な
顔
を
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た

。

む
し
ろ
、
苦

し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た

。

い
じ
め
て
い
た

人
は
、

や
り
場
の

な
い
気
持
ち
を
ぶ
つ
け
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

し
か
し
、
い

く
ら
人
を
い
じ

め
て
も
自
分
が
、

ま
す
ま
す
み
じ
め
な
き
も
ち
に
ち

な
る
だ
け
で
す

。

私
は
映
画
を
見
な
が
ら
、
差
別

さ
れ
て
い
る
人
の
気
持
ち
を
考
え

て
み
ま
し
た

。

こ
の
世
で

一
番
悲

し
い

こ

と
は

、
人

か
ら
悲
し
ん
で

も

ら
え
な
い

こ
と
、
人
か

ら
愛
さ

れ
な
い
こ
と
、
「
自
分
さ
え
い
な

け
れ
ば
」
と
考
え
て
自
分
は

必
要

な
い
と
考
え
る

こ

と
だ
と
思
い
ま

す
。

差
別
さ
れ
る

人
が
悪
い
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

差
別
さ
れ
て
い

る

人
は
、

差
別
さ
れ
る
こ
と

を
つ

ら
い
と
感
じ
た
り

、
嫌
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

そ
れ
な
の
に

、

差
別

さ
れ
て
い
る
自
分
を
だ
れ
も
悲
し

が
っ
て
く
れ
な
い
か
ら

、

自
分
の

こ
と
を
い
ら
な
い
人
間
だ
と
思

つ

て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か

。

そ
の

人
達
は
、
ち
ゃ
ん
と
こ
こ
に
い
る

の
に

、

必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
と

ぃ
、
つ
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
に
悲
し

い
こ
と
は
あ

り

ま
せ
ん
。

人
が
人

ら
し

く
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

だ
れ
か
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

差
別
さ
れ

て
い
る
人
へ

、

自
分
は

必
要
と
さ

れ
な
い
な
ん
て
考
え
な
い

で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す

。

生
ま
れ
て
き
た

の
だ
か
ら

、

き
っ
と

何
か
す
る
こ

と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

き
っ
と

白

分
の
こ
と
を
必
要
と
し
て
く
れ
る

人
が
い
る
は
ず
で
す
。

あ
き
ら
め

な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

。

差
別
は

、

人
の
心
の
弱
い
部
分

が
形
と
な
っ
て
表
れ
出
た
も
の
で

す
。

弱
い

心
を
な
く
す
こ
と
は
で

き

ま
せ

ん
が
、
弱
い
心
が
助
け
合

っ

て
強
い
心
に
な
れ
る
と
思
い
ま

す
。

差
別
を
な
く
す
に
は

、

相
手

の
立
場
に
な

っ

て
相
手
の
こ
と
を

考
え
て

、

思
い
や

っ

て
い
く
こ
と

が
、

と
て
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す

。

差
別
を
な

く
す
第

一
歩
は

、

ま
ず

相
手

の
立
場
に
立
つ
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か

ー
山
+」
阜、

1
l
 

ら
差
別
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
学

び
、
そ
し
て
差
別
の
な
い
、

み
ん

な
が
笑
っ

て
く
ら
せ
る
生
活
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。



カメラレポート

松山税務署長感謝状 惨
11 月 13 日、南海放送本町会館で、納税表彰式及び感謝状贈呈式が行わ

れ、市場の林英人さんが間接税申告納税制度施行35周年記念松山税務署

長感謝状を受け ら れました。

川内中学校 l 年

白戸 幾美

川内中学校 3 年

戸井 未来

川内中学校 3 年

北 傑沢 子

第 8 回 会長杯バドミントン大会砂
11 月 16 日、勤労者体育センターで川内町体育協会主催の第 8 回バ

ドミントン大会が行われました。

外国人選手も参加 した本大会の優勝者は、以下の とおりです。

1 音日 2 音1) 3 音1) 4 音日 6 年生 5 年生 4 年生

優 徳永正 坪内敏11青 宮宇地慶司 石城善宏 戸井大ijijlj

勝 一一一泊CI・ 岩7rて 佐伯斉昭 武田典久 河野孝志 日野健太郎 森岡美圭 秦 典絵

中学生の「税について
4 の作文」入選者表彰

11 月 15 日、愛媛文京会館で平成 9 年度

中学生の「税についての作文」入選者表

彰式が行ーわれました。

参加43校 、 4704点の応募作品の中か ら 、

川内中学校の生徒 (左記 3 人 ) が入選し 、

松山税務署長から 賞状と記念品が贈 ら れ

ました 。

... 12時間チャリティーソフトボール大会
11月 16 日 、 16チームが参加 して行われたチャリテ ィ ーソフトボ

ール大会は、朝 7 時プレーボール。 好プレーあり、珍プレーあり

の楽しいゲー ムが90固まで続き夜 7 時に終了しま し た。

第13回ウオークラリー大会 b 
11 月 23 日、 第 13回ウ オ ークラリー大会が開催され

ました。 成績は、以下のとおりです。

小学生組 一般組 家族組

優 山本健喜 田中度祐 加藤睦子 野中愛子 菅野英治 菅野雄介
勝 林祐典成川秀和 高須賀禎子 菅野有夏



力メラレポート

11月 23 日、 重信川河川敷で東温消防署、

川内町 ・ 重信町消防団、 警察関係者、地

区住民ほか約800人が参加して総合防災

訓練が行われました 。 訓練では、 川 内 IIITで、大地震が発生したという想定で行われ、情報収集訓練、救

急搬送訓練、消火訓練、 水防訓練などが行われ、参加者は真剣に訓練に取り組んでいました。

周
年
記
A.. 
忍、

事
業

12月 7 日、 川 内町体育協会設立20周年記念事業が行

われました。

記念碑除幕式ののち、勤労者体育センターでダイキ

ヒメッツの佐伯美香選手ほかをお招きしてバレーボー

ル教室が行われ、直接指導 していただいた約150名の参

加者は、身近で見るプロのプ レ ーに驚嘆していました。

また 、 夜には、記念式典並びに記念トークも行われ、

体育協会設立20周年を祝いました。

体
育
協
会
設
立

一一一
一

読書感想文で
最優秀賞

第 9 回愛媛新聞小学生読書感

想文コンクールで川上小学校

4 年の菅野裕子さんが最優秀

賞に選ばれ、 12月 6 日、愛媛

新聞社ホールで表彰されまし

た 。

倫
明
曾
倫
明
録
制
働
側

4 



TOP/C‘ TOU1 

川
内
保
育
園
で
も
ち

一

つ
き
が
あ
り
ま
し
た

。

一

も
ち
つ

き
に
は

、

保
護
者
も
参

加
し

、

一

サ
黙
さ
れ
た
も
ち
米
を
保
護
者
が
も
ち
に

一

つ
き
あ
げ
て
行
き
ま
し
た

。

一

そ
の
周
り
で

、

園
児
は
も
ち
つ
き
の

一

リ

ズ
ミ

カ

ル
な
動
き
を
楽
し
そ
う
に

見

一

保
育
園
児
が

も
ち
つ
き

十
二
月

六
日
、

入
っ
て
い
ま

し
た
。

つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
は

、

す
ぐ
に
あ

ん
こ
も
ち
ゃ
あ
べ
か
わ
も
ち
な
ど
に
し

て
、

子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し

た
が

、

年
長
の
園
児
に
は

、

も
ち
つ
き

体
験
も
あ
り

、

楽
し
い

一
日

と
な
り
ま

し
た
。ト

ラ
の
羽
子
板
づ
く
り

十
二
月
十
日

、

ト
ラ
の
羽
子
板
、
つ
く

り
が
い
こ

い
の
家
で
行
わ
れ
ま
し
た

。

こ

れ
は

、

押
絵
教
室
が
お
正
月

を
前

に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、

羽
子
板

に
は
干
支
の
ト
ラ
や
松

竹

柿
な
ど

、

お

正
月

な
ら
で
は
の
絵
柄
が
で
き
あ
が
っ み

ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
」
「
』
刷
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題

、

情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

2
9
6
6
2
2
2
2
 (代
)

有
線
2

1
1

1

完で 種 か皆 作
成 二 類しさ業
しニの 、 んと
ま か j尺型~( か
しのわ子々万
た 羽 ぃぎと士
。 子いに手手
板干はを J、
が支 二 動 ぺ

て
い
き

ま
す
。

- 失敗 ・ 出しそびれ葉書を集めています。

葉書入れポストは l 月末まで中央公民

館玄関に置きます。 書:き損じの葉警など

よろしくお願いします。

・三世代交流

l 月lO EI (土 ) 午後 1 Jl寺より中央公民館

大ホ ルで行います。 小学生 ・ 老人クラ

フ ・ 婦人会の三世代が200~，ぐらい集ま

り 、 111] の VYSの方の指導でゲームを楽

しみます。 おたのしみ jltl選などをしてお

別れします。 ちょっとのぞいてみません

か。 となたでもζ参加くださし、。

・ * カ シ ・ べっぴん し ゃ んっくり

l 月 25EI ( 日 ) 午後 711奇より [1-' 央公民館

大ホールにて行います。 ボカシで生ごみ

を J-[UJ巴にして、ごみの減量をしましょう 。

良質の 仁になります。 虫もつ与にくいと

好許です。 ナイロン袋を持ってどなたで

も、おさそい合わせてご参加l くださ L 、 。

羽
子
板
が
ミ
ニ
チ
ユ

ア
の
た
め

、

細
か
な
手

~婦人会から~

表
川
仇
7

社
十
一
月
例
会

池
川
明
谷

選

じ

ん
じ

ん
と

腕
の
森一

れ

や
雪
催
ひ

a段
吾11

栄
枯f

岐
里
の
陽
は
逃
げ
や
す

し

吊
し

柿

L
F『
'
ヨフ
「J

へ
r
ド

m
s

長
J,'p 

初
志
の
君
の
笑
顔

、

や
賀
状
書
く

渡
部
て
る
み

天
津
日

の
忠
み
あ
ま
ね

し

枇
犯
の
花

Jえ
.!.!゙. 
月己

。

グ
でをT
__a 
ロ

ど
ん
ぐ
り
の

こ

ろ
が
る

山

の
遊
歩
道

宮
J，寺

越
ll~ 

ト
ン
ネ

ル
の

出
口

入
口
は
ぜ

紅
葉

i/，主
吾11

五
月

石
た
た
む

宿
坊
迄
や
fb
蕗
の
花

ザ
官
昨什

美
代

更
け

て
尚
灯
占

…
せ
し
夜
学
か
な

品
川山山

カロ
寿

戸入
時
さ
尿
の
掛
軸
b
A、
屋
敷

宇
和
川
悠
起

猫
好

巴さ
の

家
系
と
云

は
れ

淑
f
b忌

樋
ロ

史
子

宝
く

じ

買
ふ
列
に
ゐ

て
十
ニ
月

大
下

典
子

木
の
末
の
は

ぐ

れ

烏
や
雪
催
ひ

;也

/11 

明
谷



TOP/C 

さん

( I tll 里 )

PERSON 

和田佐太郎このの
U満

u
h
鍋
叩2
Z
O
喜

一人

師
走
に
入
り
、
俄
然
い
そ
が
し
島
神
社

(保
免

)

く
な
る
の
が
こ
こ
で
ご
紹
介
す
る

の
し
め
縄
や
、

和
田
佐
太
郎
さ
ん

。

17. -='=' 
ノ 、 にl

) ヂ|ニ

神
社

亡と

の
し
め
縄

和
田
さ
ん
は
、
し
め
飾
り
、
つ
く

り
の
名
人
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
依

頼
を
受
け
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲

間
と
い

っ

し
ょ
に
し
め
飾
り
を
作

ご
つ
くり
も
頼
ま

、
つ
で
、

れ
て
い
る

」
そ

り
、
で
き
あ
が

っ
た
し
め
飾
り
を

中
学
校
や
役
場
、
中
央
公
民
館
へ

お
く

つ

て
い
ま
す
。

「今
年

の
師
走
は
、
休

む
聞
が
な
い

」

和
田
さ
ん
は
、

こ
の
ほ
か

「

と
い
い
ま
す

。

ト
ラ
ム
カ
ン

で
作
っ

た
手
づ

く
り
の

川新
ス
ト
ー
ブ
で
一
肢
を
と
り
な
が
ら
、

め
飾
り
づ
く
り
に
精
を
出
す
和
田
さ
ん
、
丁
寧

に
新
藁
を
な
い
な
が

ら

「
し
め
飾
り
の
つ
く
り

方
を
若
い
方
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た

。

康樹くん

巨E
渡部

( 1 月 16 日生)

あまえんぼうの康樹

健康でたくましく育っ てね

(父 、 母より )

来月号は、 2 月生まれの満 1 歳

児を募集します。 l 月 5 日まで

に役場総務課広報係まで写真と

コメントをお寄せください。

h
J
f
j
ζ

レ
〕
ア
下
ミ
ロ

1
1

日

l
h
宍

i

川
伏
九
回
、
ヌ
イ
各
参
カ
川
村
会
事

も
づ
く
吟
社
主
口
撰
亭

千
万
の

言
葉
夫
婦
を

語
れ
な
い

し
が
ら
み
を
解
い
て
あ
げ
よ
う
妻
よ
朔
べ

お
峨
が
立
っ
て
明
日
か
ら
秋
祭
り

自
分
か
ら
祈
れ
て
夫
婦
の
仲
直
り

滝
を
り
天
然
の
美
を
句
に
ま

と

め

許
す
事
待
つ
事
を
知
る
夫
婦
学

皿
沈
い
ャ
}
こ

か
ら
明
日
へ
夢
つ
な
さ

つ
な
く
子
が
禄
に
な
っ
て
る
老
夫
婦

目
に
見
え
ぬ
所
で
生
さ
る
カ
布

年
輸
を
重
ね
夫
婦
の
和
が
は
押
る

-
句
、
殺
の
造
る
ふ
る
さ
と

雪
が
舞
い

少
女
あ
る
日
く
ち
、
び
る
紅
く
そ
め
て
羽
化

焦
点
も
息
も
ひ

っ

た
り
老
夫
姉

雪
久
不h
リ
伎
も
私
も
芸
術
家

千
九
に
生
さ
て
犬
怖
を
五
十
年

お
て
も
や
ん
ふ

っ

と
吹
さ
出
す
頬
の
紅

三
ヶ
日
夫
婦
約

っ

て
川
崎回
以
し

出
稼
さ
を
迎
え
る
妻
の
浮

い

紅

料
攻
人
皿
を
吟
味
の
目
が
九
る

女
よ
り
く
っ
5

り
ん
ル
を
女
形

移
り
え

の
口
紅
今
日
も
述
、
つ
色

千
年
を
時
代
祭
り
の
宮
沢
い
列

し

リ
句
丁

、ζ

じ
汗

l

ノ
「

r

E

て

J
，

ペ
t

d
z
，

訪
問

ヲム紫
子;孟選

山
本

田
の
岡
田
州

星
好
晴
雄

都
築
登
貴
子

山
崎
盛
久

山
本
ひ
ろ
忘

中
岡
忠
美
子

千
同
深
舟

篠
藤
修

佐
ヤ
木
胡
舟

若
松
博
文

山
本
紫
芳

片
山
静
子

片
品
川
森
一
リ
美
登
里

橋
本

ト

共
市
中
一

田
中

元去
峯

去も

高菅 沼波シl'
瀬 T.子井 吾[1 原、

喜 イ左
t~ -1長 ílÌ久
亭 泉 H青 良

投
句
箱
よ
りも

つ
く
吟
社

請
の
香
の
匂
う
日
和
や
文
化
祭

夏
の
浜
辺
私

と
か
れ
は
ニ
人
さ
り

春
風
に
ゆ
ら

れ
て
な
び
く
桜
花

雨
あ
が
り
お
日
様
が
で
る
ポ
カ
ポ
カ
と

春
風
に
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
る
恋
心

秋
風
に
ふ
か
れ
て
な
び
く
わ
た

し

の
毛

し

よ
く
よ
く
の
あ
さ

お
や

つ
ハ
リ
ハ
リ
お
い
し
い
な

読
み
人
は
不
明
で
す

が
文
学
や
文
章
か
‘り
し

て
小
学
校
低
学
年
か

ら
高
学
年
か
中
学
生
く
ら

い
の
人
又

一
般
の
方
と
思
は
れ
る
句
も

有
り
ま
し
た
。

若
い
方
が
短
詩
型
文
学
に
興
味
を
し

め
す

事
に
は

非
常
に

心
強
く

感
じ
ま
し
た

。

-
有断
、
っ

こ

さ
い
ま

し
た
。



イプブ才メ/ジョブ

園
県
営
住
宅
補
欠

園
入
居
者
募
集

口
受
付
期
間

平
成

凶
年
2
月

日

日
聞
か
ら

平
成

凶
年
2

月
初
日

恰
ま
で

口
受
付
場
所

川
城
北
・
城
西
地
区

、

城
東
地

区
、

城
南
地
区
は
、

松
山

市
北
持
田
町
1
3

2

番

地
松

山
地
方
局
建

設
部

建
築
指
導
課
県
営
住
宅
係

(2
9
4

1

・
1
1
1
1

内
総

4
4
3
)
 

ω
伊
予
地
区
は

、

伊
予
市
米
湊
2
6
9

番
地

松
山
地
方
局
伊
予
土
木
事

務
所
用

地
管
理
課

(
2
9
8
2

・
1

2
0
5

)

口
抽
選
日

平
成

凶
年
3

月
口
日

伏

日
時

却
分

口
募
集
団
地

川
城
北
・
城
西
地
区

松
風

・

松
翠

・

朝
美

・
梅
津

寺
・

潮
見

・

鹿
峰

・

中
須
賀

ω
城
東
地
区

溝
辺

・

梅
ノ
本

・

天
神
・
牛

削
・

吟
松

・

久
米

・

三
町

同
城
南
地
区

和
泉
・
石
井

・

西
石
井
・
森

喝、
、
4
f

十
九
W
ハ
ド

判
似

.

円
相
川立口

川
伊
予
地
区

伊
予

・

伊
予
第
二

・

新
川

園
放
送
大
学
平
成
叩
年
度

園
第1
学
期
学
生
募
集

平
成
凶
年
1

月
下
旬
か
ら
、
C

T
V
!

申

請
中

)
を
利
用
し
て
全

国
放
送
を
開
始
し
ま
す

。

ア
ン
テ
ナ
と
チ
ュ

ー

ナ
ー

(
パ

l

フ

エ
ク

T
V
!

用
)
を
用
意
す

れ
ば
無
料
で
視
聴
で
き
ま
す
。

口
募
集
学
生

選
科
履
修
生

(1
年
間
在
学
す
る
学

生
)

科
目
履
修
生

(1
学
期
間
「
6

ヵ

月

μ
在

学
す
る
学
生
)

口
10 平 出
年成 願
2 g 蛍
月年 付
15 1J 
日 }J

( 日 ) 15 
日

(月 )

平
成

口
資
料
請
求

・
お
問
い
合
わ
せ

〒
7
9
0

松
山
市
文
京
町
3

愛
媛
大
学
内

放
送
大
学
愛
媛

地
域
学
習
セ
ン
タ

ー

E
9
2
3

・
8
5
4
4

放
送
大
学
ホ
l

ム
ペ
l

ジ

o F ~ 
4 A ":8 
3 X i 
j 情;
報 戸

l サ E
1 I :=; 

ビ R

8 ス ー3 :=! 
5 -

口 ・圃・・・
日開人
時設権

相
談
所
の

月
5 
日

( 月
10 
時

15 
時

口
場

所

中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
や
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問

題
や
隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
、

い
じ
め
の
相
談
な
ど
、
日
常
生

活
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談

の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員

(相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
)

圃
「
法
律
扶
助
の
日
」
記
念

-
無
料
法
律
相
談

口
日午 l

前月
10 23 時
時日
¥ (金 )
正
午

口
場
所

後
日
連
絡
す
る
協
力
法
律
事
務

所
ま
た
は
愛

媛
弁
護
士
会
館

口
予
約
受
付

往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

(1
月

日
日

釦
必
着

先
着
順
)

口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

干
7

9
0

松
山
市

一
番
町
4

(財 ) 丁
法百

二 律 l
T 扶の
j 助 5
11自

ぷ;，. -

c 愛誠
2 媛ビ
7 県ル
ハ 支 5
J乙 部階

口
主
催

伽
法
律
扶
助
協
会
愛
媛
県
支
部

口
共
催

愛
媛
弁
護
士
会

口 ・・・・・只詰 日本目い
時末 時談じ

ま皇 室め
1 円1::1 • 

H寺 な
や
み

口
場
所

中
央
公
民
館

口
相
談
員

池
川
温
子
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

口
相
談
弓骨

"'" E 話
9 
6 
6 

6 

5 
0 

有
線
6
0

1

0

(
無料
・
秘
密
厳
守
)

-
1
月
お
日
は

園
文
化
財
防
火
デI

み
ん
な
で

守
ろ
う文

化
財



イプブヌrメ/ジョブ

ロ
月
引
日
j
1

月
叩
日

年
末
年
始
の
交
通

安
全
県
民
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン

『横
断
歩
道

あ
な
た

の
家
族

、

が

渡
っ
て
い
る

』

愛
媛
県
で
は

、
ロ
月
幻
日
か

ら

1

月
日
日
ま
で

の
幻
日
間

、

年

末
年
始
の
繁

忙
期
に
お
け
る
交
通

事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、

「
年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
の
運
動
の
重
点
は
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止

シ
ー

ト

ベ
ル
ト

の
着
用
の

徹
底

I 2 3 

飲
酒

・

暴
走
運
転
の
追
放

で
す
。

一一寸 1 

キは月
ヤた !3
ンち 7
ヘ。の 2

I 献 H
ン血首

L一一

O
冬
は
血
液
が
不
足
す
る

血
液
を
人
工
的
に
つ
く
り
だ
す

こ
と
は
、
ま
だ
で
き
ま
せ
ん

。

輸

血
用

の
血
液
は
、
す
べ
て
献

'
mに

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す

。

し
か
し

、

増
加
す
る

血
液
需
要

に
対
し
て
、
こ
こ
数
年

、

献
山
者

の
数
は
減
少
す
る
傾
向
を
み
せ
て

い
ま
す
。

特
に
冬
は
、
昼
間
の
時

聞
が
短
い
た
め
に
午
後
の
献
血
者

が
少
な
く
な
り
、
例
年

、

血
液
が

不
足
し
が
ち
で
す
。

輸
血
用
血
液
は
、
毎
月

一
定
の

量
が
必
要
で
、
常
に
新
し
い

'
m液

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
献

血

に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
望

ま
れ
て
い
ま
す

。

O
若

い
世
代
の
協
力
が
不
可
欠

献
血
者
の
約
叩
%
が
、
国
1

刊

歳
の
青
壮
年
層
。

そ
れ
に
対
し
て

、

輸
血
用
血
液
の
約
加

%
が
、
印
歳

以
上
の
方
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
の
少
子

・

高
齢
化
は

、

今

後
も
さ
ら
に
進
み
ま
す

。

輸
血
を

必
要
と
す

る
高
齢
者
が
増
え
る

一

方
で

、

献
血
を
担
う
若
い
世
代
は

減
少
し
、
輸
血
用
の
血
液
は
ま
す

ま
す
不
足
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で

、
加
歳
代
の
若
い
方
々
、

特
に
成
人
と
し
て
社
会
に

第

一
歩

を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
人
を

対
象
に
行

っ

て
い
る
の
が
「
は
た
ち

の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す。

毎
年

、

成
人
の
日
を
中
心
と
し

た

一
カ
月
間
、
献
血
の

重
要
性
を

呼
び
掛
け
、
社
会
の

一
員
と
し
て

進
ん
で
献
血
に
参
加
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す

。

「
自
ら
の
血
液
を
分
け
与
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
も
い
え
る
献

血
。

輸
血
を
必
要
と
す
る
患
者
さ

ん
た
ち
に
と
っ
て
は

、

あ
な
た
の

思
い
や
り
が
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
な
の
で
す

。

-
2
月
2

日
よ
り

圃
新
郵
便
番
号
制
ス
タ
ー
ト

2

月
2

日
か
ら
新
郵
便
番
号
制

が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

7

け
た
の

新
郵
便
番
号
の
記
入
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お

、

プ
レ
ゼ

ン
ト

が
当
た
る
新
郵
便
番
号
ク
イ

ズ
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

。

詳
し

く
は
郵
便
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

..  園園島

5開→7怖

5734 

3137 

.有線放送電話加入者異動のお知 らせ ( 11 月中 ) ・

5306 

3091 

夫

1T 

董
…

勉

イ1 1"

義

ん、

仁子

原

東

渋

主主
同1砂

�jl(�; 

惣田谷下

退

井内|ご

*1有

口脱

.~月ごみの収集日・ 青婦M- 259 ! 
1 もえるごみ

収集曜 日 収集 地 域 収集日又は収集変更 日

東谷 ' r~谷
月 ・木 土谷'i"i引 11 ・ 奥松瀬川 1 月!日 (木) の収集It件みます

母'= 
天神 ( I.Li回団地 を除く )

1 月 15日 (木) を 1 月 16日 (全)1:収集

火 ・ 金
北方

1 月 2 日 (金) の収集It件みます週 南方

7]< .土
前松瀕川 IlJ田団地 ・ :f!Iii難団地

|月 3 日 (土) の収集巨体みます
町筋 (天神を除く )

2. もえないごみ・粗大ごみ

収集 地 域 ガうス ー空ビン類 空き告等金物類 組大ごみ

東奇 '西奇

土谷・滑川 ・奥松瀬川 l 月 12 日 (月 ) l 月 26 日 ( 月 ) 1 月 19 日 ( 月 )
天神(山田団地を除 ()

北方 l 月 13 日 (火) 1 M27 日 (火) 1 ~20B (火)
南方

町筋(天神を除く )

前松瀬川 1 ~ 14 日 (水) l 月 28 日 (水) l 月 21 日 (水)
山田団地 ・横灘団地
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自

分
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で
鑓
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右
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健康センターから

月健康情報
fi966・2191 有線5833

0こころの健康相談
将Jfljl 的 に不安定だっ たり、お年寄りの:J;:fi

果等の相談をお受けしています。

日時 l 月 27 日 (火 )
午前911寺 30分 ~�:E'F 

場所 健康センター及び家庭訪問

(注) 予約制ですので、事前に保健婦までご連
格下さし、。

置掃E1量密・llifヨ「区画

Oいきいき健康講座 『糖尿病教室』
場所 健康センタ - 2 附

集団指導室
健康手11長

1 月 9 1:1 ま でに {珪康セ
ンターまで、。

(電話966-2191 ( 有 ) 5833 )

持参品
申込み

0 1 歳 6 ヵ 月児健康診査
日時 1 月 29 日 (木 )

受付午後 1 11寺 ~ 211寺

itß~センタ- 2 1浩
平成8年 5 ~ 7 月 生まれの

幼児
身体ìlllJ 定 、 発達チ工、ノク 、

貧 1(11 検査、小児科 診察 、

歯科 診察、保健指導 (栄

養 ・ 歯科 )

[+)子健康手帳、アンケー ト

(事前に送付します)
使用仁1I の 1塩 フラシ

-E皿ヨa・理学療法士に よる機能|司復の訓練を行 っ

ています。

日時 毎週水H龍 U
場所 ガリラヤ ;iE

( 注 ) 申し込みが必要ですので、保健婦までご

連絡下さい。

午後 l 時 ~ 3 nす

'
T

師

同
引
医

川
叶
川
間
町
山

担
レ
十
八

a
E
E
J
 

n
y
 
-u
 

除
仰

に
ぜ

汁
山
川
れ
れ
か

掠
-

富
山
尿

街
地

-
E

「

，

、、

ハ
H
HV

I

J
サ
ノ
《

山
川v

t
ll
h、

n
H
U
r

s

k

日F
H1
J
q
d

門
川
ら
互
角

円
川

片
「

講師

白石

栄養 t

1 rJ22 日 (木 ) 1 き;Yô宙
'T 後1:30 1 ~~.~; 

11糖尿病食についてj
、 3 : ∞'

，デ3

6 内日寺日

1 J-J 20 日 ( 火)
受付午前 9 [1寺 ~ ll時

午後 I 時 ~ 3 時

i'it ßl~センタ -2 階

l 歳~就学前の幼児
歯科診察、 フッ素 ・ サホライ

ド塗布、ブラ yシング指導

国子健康手|限 、 iÎlフAラシ 、

タオル

200円

置姐附加品店「長諺ヨ・

0歯科検診

日時

場所

対象児

内容

持参品

ノ九
三年キヰ

場所

対象児

EEZ盟国週J • lef7;!: Ã \, '..J:Jf 1 J'J 2�FI ( 火 ) 1 講演 |吉野附|
午前9 : 3ト 1 1 とうすれば運動が|閥糊i

午後lω| 続けられるかり|吉野 毅

調理実習

πそ、

住長内
f万 i盟月 IIWl 日

午前 8 11寺30分 ~ 1 011寺
健康センター

印鑑、登録をしている犬は撞札

予防注射消崇

日土
寸

場所
件矢口
寸 P 口口

日

持参品

-E・1~(tJ.l芸菅沼Eヨ圃

-Iml~!!i;居酒・

0健康相談 ・ 栄養相談

1(1] 圧測定、 尿検査を行っています。

健康に関することはお気軽にご相談

下 さし、 。

日時
日
1 EI 

(正月 )

2 円

t 正月 )

3 日

( l[月 }

( 日 11龍口 )

11 日
\ UII被日 )

， :1?1 1 1F石病院
(Iilì:人の日 1"'1''; 

18EI 
( 日 Hljl 口 )

25 口

( nlli出口 l

(診療時間 : 午前 811寺30分~午後 5 時30分)

当番医
池川|刈手!
神経科
山本内科 ー
胃 JJ島宇|

いのうえ小児科 1 :lli.1言 IIlf:1凶!l 1J3 1955 -0055 

言古

重{言 IIIU~ì'ltJII 1964 -7787 

電所住
毎週水IIl~ 日
午前 9 f1寺 ~ 12時

健康センター l 階

運動指導室

0乳幼児相談

日 時 1]J週水fI程日
午前 9 時 ~ 12 11寺

(住康センター H皆

目 子健康手帳
身体制定、育児相談

所
品
容ム参

場
持
内

966-2066 111 1人'JIlIf .ltJ� 所場

Ei1~.I'Ì[~量Eヨ

964 -00J3 主
湖
、

・

:

t

-z
EH

Z干
u

f

f
 

重
量

z
f

7
 

器
科

一h
ノ

悟
叩
旧ん
寸
判

循
小

一内
ク

i
J
F

一型

Y

1込
山
門一市
出
ニ

項事ヱ企~

，宮、注と児象対時日

964 -2200 

重信 IIrf ~~':ì :lt 川 1 964-]234 3 カ月九 7 歳 6 カ月の者。

* 百日ぜきにかかっ た こと のある方は二種混合 ( ジ

フ テ リア - 破傷風) を受付で申し出て受けて下さい。

1 月 8 日 (木 )

午後 211寺 ~ 3 n寺

三
種
混
合 松 I Li市北協本 11可 1 975 - 0091宮内病院

石川小児科 |重信 111] 般河原 1 955 -0333

24日寺間体制

川内町在宅介護支援センタ ー
966-6250 

1 i長 ~ 7 歳 6 カ 月 の者。

* MMR (風疹 - 麻疹 おたふ く かぜ) を受けてい

る方は、受け る必要あり ません。

i 月 29 日 (木 )

午後 31時 ~ 3 11寺 30分

麻

疹

旬子陸Mt 下*長 、 予防接{:i[\手帳、体温計

a画‘

。持参品能J;!t センタ-21'針所。場



Photo 

表紙の写真

12月 7 目 、勤労イ本育センターで川内町体育 |説

会設立20周年記念事業の l つ、「バレーボール

教室j が開催されました。

ビーチバレーボールチーム「ダイキヒメ ッツ」

佐伯美香選手、清家ちえ選手、徳野涼子選手

の指導で参加者は基本のパス、レシーブ、アタ

ックをみっちりと教わりました。

口

世帯数

戸籍の窓
(1 1月 受付分 ・ 敬称略)

町の動き

11 ，015人(+ 4 人)

5，232人 (+ 5 人)

5，783人 ( - 1 人 )

(+ 2 戸 )3 ，680戸
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滑
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取
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、
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で
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。
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光

明
寺
で
す
か

ら

、
現
在
の
光
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。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

女ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡の日 世帯主
Jì、 111需 波音1\ 忠子 87 10.31 波音1\ '1克 也
中之 IIIJ ts: 型T ニft子 77 11. 3 菅野泰臣
上 1沙 高須賀 久一 89 11. 8 高須賀 久一

ガリラヤ五 小倉 ムネ子 83 11.10 小倉 � 
西 長日 j体岡 進 76 11.12 m事岡 学

土 1んコ、l ニ河 タマノ 92 11.20 二 irïJ 英iliili

ガリラヤ証 名越正夫 75 11.14 名越正夫
茶 '!;'!ι • I" "J 旺l ヨシミ 84 11.21 門田 伊都子

狩 場 近藤行康 75 11.25 近藤行!貰

惣田谷下 杉原義行 62 11.25 杉原 義行

J¥ 中需 菅野政友 94 11.26 菅野政友
r骨 JII 卜 曽我部 カヲル 81 11.29 首我部 -!J:I1 

し
ろ
い
の
で
は
;

。

(匂
か
わ
う
ち
探
検
隊
で

三
輪
田
米
山

の
石
文
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
こ

の
石
文
は
、
掛
軸
や
書
物

と
違
い
、
い
つ
で
も
神
社
に
行
け

ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
り

が
た
い
。

そ
れ
に
自
然
の
中
に
あ

る
た
め

、

日
の
光
で
文
字
も
微
妙

に
変
化
し
て
行
く
。

一
九
九
八
年
の
初
詣
の
際
に
、

じ

っ

く
り
と
見
て
み
る
の
も
お
も

a画‘

編集IJI I内町総務課

干 791 -03 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEL(089) 966-2222 有線211 1

印刷/岡田印刷



-・-ー. . .-・. .・}ー.

-.-・. ...・.・..・.・. ...・.・..・(・.'・.・..・.・. ...・.・.・.・'. ...・.・..・.・. ...・.・..・.・. ...・.・..・.・. ...・
.・ . ・.・， .・.・.・， .・.・.・， .・.・.・， .・.・.・， .・.・.・， .・ . ・.・， .・.・.・-.-・・.-.-・・. -・-・・. -・'・・. -・'・・.-. -.・.-.-・・.-. -. • • 

2.. ・
・ .1

• .' -. 
1 - • 

'_ 4 • 
.ー­ペ -J1• 

, .' 

-.' 1 - • 

，ー-.ー­勺 ;1
• 

, .' 

ー. 'h ・'_ . -.ー-.
・.・ ;1

• 
, .' 

-.' 1 ~ • 
・<<-.ー­..;1 

• 
'.' 

-.' h マ.

• -~. ~ '. 
ぺ・;:• .' -.. 
1 - • 

'_ . • 
.ー­ペ -it• .' 
-.' 1 • 

'_ . • 
'ー­勺;:

• .' 
-.' 1 • 

'_ . • E. ・
勺.:

• '.' ー.'v ・._ . 
-~ . ~ '. 
勺;:

• 
'.' 

-.' 1 - • 

'_ . -E-. ・
・.:
-.' .' 1 • 

J.- ーそ -J-J.--TJ-J.--TJ-J.-ー?三-J.- ー?三・..ー?三・..ー?三・ .0. ー?-.
-・. --._. --._. . -._ .・-・.・-・.・-・. ,.­. ~ ~・.・ • .・ • . . • -・ • -・ . --・.血 ・ ・

""""'"盈

雲;哩掃

嘩二|
j日I之内の惣河内布11 tl:常夜灯( 1長明灯J)

米
UJ 
は

吉井宇111社 (井内 )のキ1 11名石

近
年

、

そ
の

豪
放
な
書
の
評
価
が
高
ま
っ
て
い

現

市
)

温
泉
郡
久
米
村

日
尾
八
幡
神
社
の
神
職
で

、

幕
末
か
ら
明
治松

山

る
三
輪

田
米
山

は
、

に
か
け
て
の
書
家
で
す
。

，鳥
居
なよ
どく

ι 号
牽 5 れ
して
てや11
お社
りの

千I jI
~I 
石

1王

連
石

、

)11 
内
町

三島:tI IFU (保免)
のネ11 1名石

三
輪
田
米
山
の
書(河

之
内

)

も
残
っ
て

い
ま
す
。

忍
可
可
申
{

バ
寸
，
、
勺
J
h

p
ul
，
ゥ
小
1

4
ふ
l

の

常
夜
灯
、

(井
内
)

庖
"'-'υ 

の
神
名
石
、

=と
ロ

チ|二
神
社

神
社

(
保
免
)

(竹
之
鼻
)

の
神
名
石

、

育i2

野
和1 1
社

吉升事1Ft上(吉久)の注述石

(
資料

木
耳
社
「
三
輪
田
米
山
瀞
遊
」
)

(吉
久
)

の
神
名
石
と
神
名
木
額
、
吉
井
神
社

注
連
石
に
米
山
の
書
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。
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